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郵便振込口座No 02230-3-2116

2010年4月
尚絅学院大学子ども学科が誕生します！

子どもを総合的に理解して、よりよい指導を目指して。

●情報掲示板／学校行事報告　●高校総体結果報告　●同窓会だより

子羊からの一通の手紙
中高職員／平澤和昭

はばたき
1985年 尚絅学院大学短期大学英文科卒業
フォトグラファー／鈴木江美さん　

卒業生コラム

［梅の花］
○ 勤務1年を振り返って／大学事務員　照井健也

教職員エッセイ

お
　
く
　
や
　
み

謹
ん
で

哀
悼
の
意
を

表
し
ま
す
。

尚絅誌
購読の
お願い

お申し込み先

尚絅学院後援会事務局
〒981-1295
宮城県名取市ゆりが丘4-10-1

TEL.022-381-3342
FAX.022-381-3467
E-mail:koenkai@shokei.ac.jp

この1冊で、尚絅学院の
「いま」がよくわかります。

学校と保護者の皆様を。母校と同窓生を。
生徒と保護者の皆様を。
もっと尚絅を通じてつながって欲しい。
そんな気持ちで出来ました! ※9月のみ通常・入募集特集号同時発行

年6冊5回発送

①尚絅後援会にご入会いただくと、機関紙「尚絅」が年6
冊5 回発送されます。（会費は年額2,000 円もしくは、
複数年でも受け付けております） 

②購読ご希望の方は、下記にお振込みいただくか、もしく
はお電話いただければ、こちらから専用振込用紙を郵
送致します。

③継続購読ご希望の方は、2,000 円以上ご入金いただく
か、専用振込用紙を同封致しますので、それをご利用く
ださい。

④ご芳名掲載を望まない方は、匿名希望と振り込み用紙
の通信欄にご記入ください。

尚絅誌の購読を通じて間接的に
母校への支援が出来ますので、ご協力宜しくお願い致します。

●子ども学科 学科長(予定） 小松秀茂教授あいさつ
●子ども学科概要説明

「夏休み」は名ばかり
　私は毎年、夏休みと聞くと心がワ
クワクし、こことばかりに計画をた
てる。何をしようか、どこに行こうか
等と普段出来ないことに挑戦をし
ようとする。しかし、教員となれば
そう簡単には自分の時間がとれな
いのが現状である。部活動指導や
合宿や遠征とで部活動中心の生活
スタイルになる。
　生徒の皆さんには夏休みの部活
動を通じて、いろいろな場面に努力
する力を養う基礎を身につけて欲
しいと願い、関わらせてもらってい
る。また、夏休みは親戚や普段会え
ない人にあったりする機会でもあ
り、自分のルーツを知る絶好のチャ
ンスかもしれませんね。皆さんの夏
休みはどうでしたか。　      （Ｃ・Ｋ）

久
慈
良
助
様
（
78
歳
）

　（
大
学
生
活
環
境
学
科
教
員

　
久
慈
る
み
子
様
ご
尊
父
）

　
６
月
26
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

佐
藤
政
雄
様
（
87
歳
）

　（
元
短
大
人
間
関
係
科
教
授
）

　
７
月
16
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

守
屋
雪
子
様
（
95
歳
）

　（
元
中
高
教
員
）

　
８
月
22
日
逝
去
さ
れ
ま
し
た
。

表紙写真／高総体・東北大会・インターハイ　高跳び出場　平野未来

記事を読んでの感想、思い出のお写真、情報等
お待ちしています！募集中！

FAX E-Mailお手紙 おハガキ

電話受付時間 木曜日を除く
平日9：00〜15：30

にお送りください。

第
11
回 

保
育
部
会
同
窓
会
の
ご
案
内

●
日
　
程

‥

11
月
７
日
（
土
）

●
場
　
所

‥

名
取
校
舎
内

●
受
　
付

‥

12
時
30
分
〜

●
礼
　
拝
・
総
会

‥

13
時
〜

●
懇
親
会

‥

14
時
30
分
〜

●
会
　
費

‥

２
，０
０
０
円

●
連
絡
先
・
保
育
科
副
手
室

　
　
３
８
１-

３
４
１
６
（
担
当
　
佐
藤
）

　
大
学
は
2
0
1
0
年
４
月
に
「
子
ど
も

学
科
」（
４
年
制
）開
設
を
申
請
中
で
す
。

正
式
に
は
認
可
後
の
こ
と
に
な
り
ま
す
が
、

今
回
の
保
育
科
同
窓
会
が
短
期
大
学
部
と

し
て
最
後
の
会
と
な
り
ま
す
。ま
た
、同
日

午
前
中
に
は
第
36
回
保
育
科
合
唱
コ
ン

ク
ー
ル
が
行
な
わ
れ
ま
す
。こ
の
行
事
に
同

窓
会
ご
出
席
者
か
ら
参
加
者
を
募
り
特
別

出
演
も
計
画
し
て
い
ま
す
。多
く
の
皆
様
の

ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

第467号
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9月10日発行

表現文化学科主催
第1回 尚絅メディアフェスタ

●開  催  日　11月１日(日）〜３日(火）
●会　　 場　壽丸屋敷・アテネ・
　　　　　　 白石中央公民館ほか白石市中心部
●主催・制作　白石市民有志・白石市・尚絅学院大学

本イベント等に関する最新の情報は、下記HPにて随時更新する予定ですのでご確認ください。

尚絅学院募金事業への協力を
８月10 日現在、皆様（830 件）から
総額49,979,176 円のご寄付をお寄せ頂き
ました。ご協力頂きました皆様に紙面を借り
てお礼申し上げます。
　募金活動事業の内、中高体育館の改修は
７月21 日に竣工し、大学図書館も９月上
旬に竣工する計画でいます。エラ・オー、
パトリックホームの復元については、復元
規模がまとまり、来春の着工に向け着実に
準備が進められています。経済情勢が厳し
い中での募金のお願いは、大変心苦しい限
りですが、偏に尚絅で学ぶ学生・生徒の未
来を築くためのものです。一口でも結構で
す。多くの皆様のご協力を賜りますよう、
切にお願いいたします。　( 募金事務室)

お詫び／尚絅誌４６６号ｐ12 斎藤久吉先生の思い出集出版の記事の中で、塩釜協会は塩釜教会の誤りでした。お詫びして訂正いたします。

尚志祭２００９
にぎわい尚絅笑顔市
〜明日晴れるといいね〜

■開催日時
１日目　10 月17 日（土）ＡＭ10：30 〜
２日目　10 月18 日（日）ＡＭ10：00 〜

 ■会場
 尚絅学院大学キャンパス内

パソコンホームページ
（「尚志祭２００９」で検索）
http://skmatsuri2009.da-te.jp/

詳しくはパソコンHP または携帯電話HP をご覧ください。

携帯ホームページ
http://m-pe.tv/u/page.
php?uid=skmatsuri2009&id=1

表現文化学科ホームページ　http://www.shokei.ac.jp/isc/hb/

〜今から描きたい〜

白 石 遠 近 法
遠くから、近くから、過去・現在・未来から、学生と教員88人で思
いがけない白石、これまで見えなかった白石を描いてみます。

イベント
予定

● ぽっかぽかコンサート「津軽三味線・柴田３兄妹出演」
● シンポジウム「地域とマンガ・アニメ」
● インターネット配信「LIVE アテネ」
● 白石本郷まちなみミュージアム　他

見どころ
いっぱいです！

（設置認可申請中）

　今年もこの季節がやって参り
ます！
今年の尚志祭は大人気の芸能人
ライブの他、50 もの団体による

出展や発表、さらに芝生エリアで
の野外ステージ企画も予定して
います。
　また、初のこころみとして、今
年は後夜祭の趣向を変え、開催両
日ともに一般公開終了後に多目
的ホールでのイベントを企画し
てみました。もちろんこちらも、
お越し頂いた方全員が楽しんで
いただける内容となっています。
２日目のフィナーレには毎年恒
例の花火大会も行うなど、盛りだ
くさんの内容となっています。
　最高のひと時をお届けできる
よう、夢あふれる装飾と実行委員
の笑顔で皆様のお越しを心より
お待ちしています。
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2
0
1
0
年
４
月
尚
絅
学
院
大
学 

子
ど
も
学
科
が
誕
生
し
ま
す
！

子
ど
も
を
総
合
的
に
理
解
し
て
、

よ
り
よ
い
成
長
と
発
達
を
サ
ポ
ー
ト
し
た
い
。

そ
ん
な「
子
ど
も
の
専
門
家
」を
目
指
す
べ
く
、新
し
く
誕
生
し
ま
す
！

　
ご
承
知
の
よ
う
に
、来
年
４
月
、保
育

科
の
伝
統
と
実
績
を
引
き
継
い
で
、４
年

制
の
子
ど
も
学
科（
男
女
共
学
）が
誕
生

す
る
予
定
で
す
※
。１
９
５
５
年
保
育
科

開
設
以
来
、「
尚
絅
の
保
育
」と
言
わ
れ
る

ま
で
に
社
会
的
評
価
を
受
け
て
き
た
短

大
部
保
育
科
で
す
。「
現
状
の
ま
ま
で
も

よ
い
の
で
は
な
い
か
」の
声
も
な
く
は
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。し
か
し
、誰
の
目
に

も
明
ら
か
な
よ
う
に
、現
代
の
子
ど
も
た

ち
を
取
り
巻
く
厳
し
く
も
過
酷
な
状
況

は
、よ
り
高
い
水
準
の
専
門
性
を
備
え
た

教
育
者
・
保
育
者
を
求
め
る
よ
う
に
な
っ

て
き
て
い
ま
す
。こ
の
社
会
的
要
請
に
応

え
る
こ
と
が
私
た
ち
の
使
命
で
あ
る
と

認
識
す
る
に
至
り
、生
ま
れ
変
わ
る
決

意
を
し
た
の
で
し
た
。

　
子
ど
も
学
科
で
は
、既
に
５
学
科
を

擁
す
る
総
合
人
間
科
学
部
と
い
う
豊
か

な
教
育
環
境
の
下
で
、４
年
間
と
い
う
豊

富
な
時
間
と
少
人
数
教
育
体
制
を
最
大

限
に
活
か
し
て
、４
つ
の
専
門
領
域（
子

ど
も
の
心
理
と
健
康
、子
ど
も
の
保
育
・

教
育
、子
ど
も
の
福
祉
、子
ど
も
の
文
化

と
社
会
）を
学
び
ま
す
。い
っ
そ
う
深
い

学
び
が
可
能
で
あ
り
、高
い
レ
ベ
ル
の

理
論
と
実
践
力
を
身
に
つ
け
る
こ
と
が

可
能
で
す
。取
得
可
能
な
資
格
は
、「
保
育

士
」「
幼
稚
園
教
諭
一
種
免
許
」「
小
学
校

教
諭
一
種
免
許
」で
す
。

①「幼少連携」（幼稚園と小学校のつながり）や「幼保
一元化」（幼稚園と保育所の一体化）などに対応で
きるような免許、資格を設定しています。

②それそれの資格に応じて必要な授業科目を履修す
ることで上記の資格が取得できますが、資格を取ら
ずに卒業することも可能です。

③将来の夢や興味・関心に応じた資格取得に向けて、
履修指導、キャリア形成支援を行っていきます。

実習・協力
施設は？

　附属幼稚園をはじめ、仙台市、
名取市、岩沼市など近隣の保育
所、児童福祉施設、幼稚園、小学
校を実習協力施設として予定し
ています。

①子どもを理解するための４つの柱

子どもの心理と健康
子どもの身体と心の発達や、その
成長過程に対応した支援について
学びます。
■授業内容
乳幼児心理学

児童心理学

子どもの保健

子どもの発達と障害 など

夢
を
の
せ
て

〜
保
育
科
か
ら
子
ど
も
学
科
へ
〜

子ども学科のめざすもの

　社会が複雑化するにしたがって、子どもを取り巻く環境も
大きく変化しています。こうした中にあって、多くの社会的・
教育的問題や課題が指摘され、それらの解決が家族をはじ
め、学校、福祉施設、地域社会など、社会全体で急がれていま
す。
　子ども学科では、現代社会における子どもの生活実態を
科学的な視点と方法から総合的に理解します。その上で、子
どもの成長・発達に必要な支援や援助のあり方に関して深
い知識と見識を獲得し、諸問題の解決に必要な支援や援助
を行える実践的能力を備えた人材を育てていきます。

1

カリキュラムの特色は？3
子ども学科は、子どもを総合的に理解し、より質の高い保育・教育を実践で
きる「子どもの専門家」をめざすために、保育学、教育学、心理学、福祉学な
ど複数の視点から体系的に学べるよう、カリキュラムを用意しています。

子ども学科には、子どもと子どもを取り巻く環境を多角的に学ぶための４つの柱があります。それぞれ
の柱を横断的に学びながら、自分の将来の夢や興味・関心に応じて専門性を高めていくことが出来ます。

②発展的に応用できる実践力を育む
４つの柱で取得した知識・技能
を活かし、さらに高めるために、

「現代子ども学」をはじめとする
ゼミナール方式の授業科目を設
けています。
より実践的な能力を持った「子
どもの専門家」をめざします。

取得可能な
資格は？（予定）4 5

教育編成の
特色は？6

　保育学・教育学・心理学・社会
学・芸術など幅広い分野で、実践
経験の豊かな教員が揃っていま
す。特に保育・教育・福祉の現場
で勤務した経験のある先生が半
数以上を占めています。

子どもの保育と教育
子どもの発達に不可欠な保育と教
育の目的・方法・内容について、理論
と実践から学びます。
■授業内容
幼児教育論

教師・保育者論

特別支援教育論

放課後の児童の保護と教育 など

子どもの福祉
子ども及び家庭・地域・社会におけ
る福祉の現状や課題、あり方につい
て学びます。
■授業内容
児童福祉

社会福祉援助技術

地域子ども福祉論

国際子ども支援活動 など

子どもの文化と社会
子どもの感性や情緒の発達に文化
や社会環境が果たす役割について
学びます。
■授業内容
児童文化論

子どもの文化と創造

子どもと地域社会

青少年の社会参加 など

■授業内容

など

現代子ども学

子ども学研究入門

課題研究Ⅰ 　課題研究Ⅱ

子ども理解の方法（社会学的アプローチ）

こども理解の方法（心理的アプローチ）

保育士資格

小学校教諭一種免許状

幼稚園教諭一種免許状

5
こんな目標・夢を
持っている人を
応援します2

①保育所、幼稚園の先生になりたい。
　（あるいは将来、保育所・幼稚園を経営してみたい）
②小学校の先生になりたい。
③児童福祉施設で保育士として働きたい。
④公務員（あるいは民間の関連施設職員）になって児

童福祉行政に係わる仕事がしたい。
⑤子どもの福祉支援活動に関わる市民団体・NPO

などで働きたい。
⑥子ども関連産業分野の企業で働きたい。

　次のような将来の夢をもっている人に、是非子
ども学科で学んで欲しいと考えています。

（
設
置
認
可
申
請
中
）

子
ど
も
学
科
　
学
科
長（
予
定
）　
小
松
秀
茂

　
子
ど
も
一
人
ひ
と
り
の
目
線
に
立
つ

こ
と
が
で
き
て
、子
ど
も
同
士
が
豊
か
に

育
ち
合
え
る
よ
う
に
支
援
で
き
る
。子
ど

も
学
科
は
、そ
の
よ
う
な
人
材（
子
ど
も

の
専
門
家
）の
育
成
を
目
指
し
ま
す
。ど

う
ぞ
ご
理
解
と
ご
支
援
を
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

※
現
在
の
保
育
科
は
、現
在
の
１
年
生
が
卒
業
す
る
の

を
待
っ
て
廃
止
さ
れ
る
予
定
で
す
。
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い
ま
す
。

　
私
が
大
学
進
学
し
た
の
は
約
10
年
前
で
す

が
、そ
の
頃
と
昨
年
の
進
学
率
を
比
べ
る
と

約
10
%
も
ア
ッ
プ
し
て
い
ま
し
た
。少
子
化

の
中
で
受
験
生
が
増
え
る
と
い
う
こ
と
は
、

受
験
層
が
多
様
化
し
、偏
差
値
だ
け
で
は
な

い
新
た
な
価
値
基
準
が
増
え
、学
校
が
置
か

れ
て
い
る
環
境
は
、否
応
無
し
に
変
化
が
激

し
い
も
の
と
な
っ
て
い
る
よ
う
で
す
。

　
元
々
採
用
関
連
の
仕
事
に
携
わ
っ
て
い
た

こ
と
が
影
響
し
て
い
る
と
思
う
の
で
す
が
、

求
職
者
と
会
社
の
関
係
の
よ
う
に
「
高
校
生

と
大
学
が
マ
ッ
チ
ン
グ
す
る
」と
い
う
価
値

観
が
こ
れ
か
ら
定
着
す
る
可
能
性
も
あ
る
の

で
は
、と
思
う
こ
と
が
あ
り
ま
す
。そ
う
い
っ

た
市
場
環
境
で
は
『
こ
ん
な
学
生
を
育
て
て

社
会
に
輩
出
し
ま
す
！
』と
い
う
学
校
側
の

強
い
姿
勢
、学
生
を
教
育
す
る
能
力
が
よ
り

厳
し
く
問
わ
れ
る
時
代
に
な
る
気
が
し
ま

す
。

　
私
は
ま
だ
ま
だ
尚
絅
学
院
を
心
か
ら
理
解

し
た
上
で
語
り
き
れ
ま
せ
ん
が
、勤
務
1
年

を
通
し
、高
校
生
に
響
く
尚
絅
学
院
ら
し
さ

を
見
つ
け
、し
っ
か
り
と
発
信
し
て
い
け
る

よ
う
に
な
り
た
い
と
考
え
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。勉

強
に
集
中
で
き
ま
す
。み
な
さ
ん
は

可
能
性
の
か
た
ま
り
で
、こ
れ
か
ら
何

で
も
挑
戦
で
き
る
で
し
ょ
う
。苦
し
い

事
に
ぶ
つ
か
っ
た
ら
、そ
れ
は
チ
ャ
ン

ス
で
す
！
あ
せ
ら
ず
に
頑
張
っ
て
く
だ

さ
い
。

　
夏
で
あ
る
。夏
に
な
る
と
い
つ
も
こ
の
聖

句
を
思
い
出
す
。そ
れ
は
大
学
時
代
の
こ

と
。大
学
時
代
の
と
あ
る
礼
拝
、自
分
の
担

当
教
官
で
あ
っ
た
先
生
が
こ
の
エ
レ
ミ
ア

書
を
選
ば
れ
た
。そ
の
礼
拝
は
た
っ
た
２
人

き
り
で
執
り
行
わ
れ
た
も
の
だ
っ
た
。（
今

思
え
ば
、随
分
奇
妙
な
礼
拝
風
景
だ
っ
た
と

思
う
が
…
。）し
か
し
先
生
は
い
つ
に
も
増

し
て
強
い
口
調
で
上
記
の
エ
レ
ミ
ア
書
を

説
き
明
か
し
て
く
だ
さ
っ
た
。そ
も
そ
も
エ

レ
ミ
ア
書
と
は
Ｂ
Ｃ
７
〜
６
世
紀
に
分
裂

し
て
い
た
イ
ス
ラ
エ
ル
の
南
ユ
ダ
王
国
で
召

命
を
受
け
た
若
者
エ
レ
ミ
ヤ
が
、挫
折
し
、

転
落
す
る
王
国
の
な
か
で
そ
れ
で
も
預
言

し
、裏
切
り
と
迫
害
の
苦
悩
を
告
白
し
て
い

る
書
で
あ
る
。旧
約
聖
書
は「
わ
か
り
に
く

い
、長
い
」と
い
っ
た
理
由
で
敬
遠
さ
れ
が
ち

で
あ
る
。し
か
し
そ
こ
に
は
神
の
御
言
葉
と

同
時
に
そ
こ
に
創
ら
れ
た
人
間
の
真
実
な

姿
も
浮
き
彫
り
に
し
て
い
る
。裏
切
り
、挫

折
、苦
悩etc

つ
ま
り
旧
約
聖
書
に
は
リ
ア

ル
な
人
間
の
姿
が
あ
る
と
い
え
る
。先
生
は

説
教
の
最
後
に
こ
う
言
わ
れ
た
。「
人
間
、結

局
ど
ん
な
選
択
を
し
て
も
そ
こ
に
は
限
界

が
あ
り
ま
す
。だ
か
ら
こ
そ
、い
や
そ
れ
ゆ

え
に
わ
れ
わ
れ
は
真
摯
に
全
能
の
神
に
向

か
い
合
い
、真
摯
に
自
ら
の
告
白
を
し
、ど

の
道
を
歩
む
こ
と
が
神
の
御
心
な
の
か
を

問
い
続
け
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
…
。」あ
れ

ほ
ど
神
の
御
言
葉
に
静
か
に
、し
か
し
深
く

深
く
耳
を
傾
け
た
経
験
は
後
に
も
先
に
も

な
い（
恥
ず
か
し
な
が
ら
）…
。今
年
は
高
校

３
年
生
の
担
任
で
あ
る
。進
路
を
決
定
す
る

た
め
に
毎
日
、「
真
摯
」な
問
い
か
け
を
す
る

生
徒
た
ち
が
学
校
へ
や
っ
て
く
る
。そ
の
度

ご
と
に
こ
う
祈
ら
ざ
ろ
う
え
な
い「
神
様
…

こ
の
選
択
が
生
徒
た
ち
一
人
ひ
と
り
、そ
し

て
貴
方
の
御
心
に
か
な
い
ま
す
よ
う
…
お

守
り
く
だ
さ
い
…
」と
。

主
は
こ
う
言
わ
れ
る
。

「
さ
ま
ざ
ま
な
道
に
立
っ
て
、眺
め
よ
。

昔
か
ら
の
道
に
問
い
か
け
て
み
よ

ど
れ
が
、幸
い
に
至
る
道
か
、と
。

そ
の
道
を
歩
み
、魂
に
安
ら
ぎ
を
得
よ
。」

エ
レ
ミ
ア
書
６
章
16
節

中
高
職
員

平
澤
和
昭

大学事務員　照井健也

　
勤
務
し
て
1
年
が
経
ち
ま
す
。入
試
広
報

課
に
配
属
さ
れ
、自
分
の
頃
の
大
学
入
試
の

状
況
と
が
ら
り
変
わ
っ
て
い
る
こ
と
に
非
常

に
驚
き
ま
し
た
。語
弊
を
恐
れ
ず
に
言
わ
せ

て
い
た
だ
く
と
『
大
学
生
が
就
職
活
動
を
行

う
よ
う
な
感
覚
』で
、入
試
が
行
わ
れ
て
い
る

よ
う
に
も
見
え
ま
す
。

　
私
の
業
務
は
大
き
く
「
入
試
」と
「
広
報
」

が
あ
り
ま
す
。「
広
報
」で
は
、進
学
サ
イ
ト
、

受
験
雑
誌
、パ
ン
フ
レ
ッ
ト
な
ど
の
広
報
媒

体
を
駆
使
し
高
校
生
へ
ア
ピ
ー
ル
し
ま
す
。

私
は
そ
の
媒
体
の
原
稿
を
様
々
な
会
社
の
方

と
や
り
取
り
を
し
て
原
稿
を
作
り
ま
す
。私

の
頃
に
も
受
験
雑
誌
は
あ
り
ま
し
た
が
、学

校
の
広
報
が
こ
こ
ま
で
積
極
的
な
方
法
や
手

段
を
利
用
す
る
必
要
が
あ
る
こ
と
に
驚
き
ま

し
た
。ま
た
、そ
こ
に
た
く
さ
ん
の
会
社
や
人

が
関
わ
る
マ
ー
ケ
ッ
ト
が
存
在
し
て
い
た
こ

と
は
非
常
に
新
鮮
で
し
た
。「
大
学
が
生
徒
を

選
ぶ
の
で
は
な
く
、大
学
は
生
徒
か
ら
選
ば

れ
る
時
代
だ
！
」と
何
か
の
記
事
に
あ
り
ま

し
た
が
、今
ま
さ
に
そ
れ
を
現
場
で
感
じ
て

勤務1年を振り返って

情報を発信する
その必要性の
大きさに驚き
感じた出来事。

　
元
々
絵
が
好
き
で
、そ
の
思
い
が
最

初
の
き
っ
か
け
だ
と
思
い
ま
す
。就
職

は
希
望
の
出
版
業
界
に
就
け
た
の
で
、

そ
こ
で
写
真
を
撮
り
文
章
を
書
く
編
集

作
業
に
携
わ
り
、人
に
伝
え
る
と
い
う

お
も
し
ろ
さ
を
実
感
し
ま
し
た
。心
魅

か
れ
る
被
写
体
の
一
瞬
の
現
実
を
、他

の
人
に
も
見
せ
ら
れ
た
ら
と
考
え
、コ

マ
ー
シ
ャ
ル
ス
タ
ジ
オ
に
入
社
し
た
の

は
尚
絅
短
大
を
卒
業
し
た
3
年
後
の
23

歳
の
時
で
し
た
。

　
川
で
魚
を
モ
リ
で
捕
っ
て
い
た
少
年

達
の
清
々
し
さ
、宮
城
出
身
の
漫
画
家
、

故
石
ノ
森
章
太
郎
先
生
の
オ
ー
ラ
、職

人
さ
ん
の
年
期
の
入
っ
た
横
顔
等
、い

ろ
い
ろ
な
人
た
ち
の
人
生
を
撮
ら
せ
て

い
た
だ
く
事
は
喜
び
で
す
。パ
ラ
グ
ラ

イ
ダ
ー
の
取
材
で
イ
ン
ス
ト
ラ
ク
タ
ー

の
方
と
一
緒
に
初
め
て
空
に
浮
か
ん
だ

時
に
は
か
た
ま
っ
て
し
ま
い
、し
ば
ら

く
フ
ァ
イ
ン
ダ
ー
を
の
ぞ
け
な
か
っ
た

事
も
今
で
は
い
い
思
い
出
で
す
。

　
社
会
に
出
て
心
か
ら
感
じ
た
事
は
、

「
も
っ
と
授
業
を
真
剣
に
受
け
れ
ば

よ
か
っ
た
！
本
も
読
み
、い
ろ
い
ろ
な

事
に
興
味
を
持
っ
て
行
動
で
き
た
の

に
！
」と
い
う
こ
と
で
す
。今
、み
な
さ

ん
は
自
由
な
時
間
が
あ
り
、学
校
で
は

こ
の
仕
事
を
選
ん
だ

き
っ
か
け
は
？

フ
ォ
ト
グ
ラ
フ
ァ
ー

鈴
木
　
江
美
さ
ん

1
9
8
5
年 

尚
絅
学
院
大
学
短
期
大
学
英
文
科
卒
業

夢
を
追
う
尚
絅
生
に

ア
ド
バ
イ
ス
を

様々な方の、
人生を撮ること。
それが自分の、
喜びに繋がって
いきました。

仕
事
上
の
印
象
的
な

エ
ピ
ソ
ー
ド
は
？

Emi Suzuki

1985年  

1988年
1997年

2004年

尚絅学院大学短期大学英文科　卒業
出版社　入社
コマーシャルスタジオ　入社
フリーとなる
　月刊誌「りらく」
　季刊誌「仙台トラビス」
　医療情報誌「てとてとて」等
〜イタリア・夏の光〜個展

ある日の鈴木江美さんを追う！
TIME SCHEDULE

7:00 起床

11:30

14:30

雑誌編集部　納品＆打ち合わせ

雑誌特集記事　取材　　　

（温泉・風景・カフェ　等）

21:00 デジタルデータPC処理作業

19:00 帰宅

9:30 施設外観　撮影

12:30 昼食

23:00 全国紙など、資料の参考

01:00 就寝

13:30 取材地（松島）へ移動

20:00 メールにてページ構成の確認



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

活
動
的
な
夏
の
季
節
の
様
々
な
イ
ベ
ン
ト
を
終
え
、

校
内
に
も
穏
や
か
さ
が
戻
っ
て
き
た
初
秋
。

今
年
の
夏
の
尚
絅
学
院
の
動
き
を
、

写
真
と
共
に
振
り
返
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

SHOKEI   vol.467   06 07   SHOKEI   vol.467

　
7
月
22
日
、
今
年

も
、川
端
純
四
郎
先
生

を
お
招
き
し
て
平
和

祈
願
礼
拝
が
行
わ
れ

ま
し
た
。

　
先
生
は
俳
諧
の
リ

ズ
ム
に
乗
せ
た
詩
を

紹
介
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。「
８
月
や
、６

日
、９
日
、15
日
」。８
月
は
わ
が
国
に
と
っ

て
、特
別
な
悔
い
改
め
の
月
で
あ
り
ま
す
。戦

争
の
記
憶
が
風
化
し
つ
つ
あ
る
今
日
、川
端

先
生
の
平
和
へ
の
訴
え
は
、私
た
ち
の
胸
を

打
つ
も
の
で
し
た
。

　
日
本
が
戦
争
に
負
け
た
こ
と
に
よ
っ
て
、

自
由
と
解
放
の
歓
喜
に
小
躍
り
す
る
朝
鮮

の
人
々
の
姿
。こ
れ
が
戦
争
に
疑
問
を
抱
く

き
っ
か
け
で
あ
っ
た
と
川
端
先
生
は
お
っ

し
ゃ
っ
て
い
ま
し
た
。戦
争
は
正
義（
神
）の

名
の
も
と
行
わ
れ
ま
す
が
、不
完
全
な
人
間

の
正
義
と
い
う
も
の
は
極
め
て
独
善
的
な
も

の
で
す
。「
善
悪
の
木
の
実
を
食
す
な
。」「
他

人
を
罪
人
と
決
め
付
け
る
な
。」「
人
を
裁
く

な
、あ
な
た
方
が
裁
か
れ
な
い
た
め
に
。」「
た

だ
神
の
国
と
神
の
義
を
求
め
よ
。」人
間
を
正

し
く
裁
く
方
は
、キ
リ
ス
ト
の
父
な
る
神
を

お
い
て
他
に
な
く
、人
に
制
裁
を
加
え
る
こ

と（
＝
戦
争
）は
人
間
に
許
さ
れ
た
業
で
は
な

い
。過
ち
を
忘
れ
繰
り
返
す
私
た
ち
は
、改
め

て
こ
の
シ
ン
プ
ル
な
事
実
を
、聖
書
か
ら
繰

り
返
し
聞
き
続
け
る
必
要
が
あ
る
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　
礼
拝
堂
の
ス
テ
ー
ジ
に
は
、平
和
へ
の
祈

チ
ー
ム
を
引
っ
張
り
な
が
ら

学
ぶ
と
い
う
、新
し
い
目
標

　
今
回
の
県
大
会
は
私
に
と
っ
て
、次
に
進

ん
で
行
く
た
め
の
壁
だ
っ
た
と
思
い
ま
す
。

こ
れ
を
叶
え
る
た
め
に
、日
々
の
練
習
に
も

力
を
入
れ
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。し
か

し
、私
た
ち
は
、２
回
戦
に
進
む
こ
と
が
出
来

ま
せ
ん
で
し
た
。悔
し
さ
も
あ
り
ま
し
た
が
、

チ
ー
ム
を
最
後
ま
で
引
っ
張
れ
な
か
っ
た
自

分
に
対
し
て
の
怒
り
と
悲
し
み
の
方
が
強

か
っ
た
と
思
い
ま
す
。引
退
し
て
み
て
思
っ

た
こ
と
は
、「
新
チ
ー
ム
の
手
伝
い
を
し
な
が

ら
自
分
も
学
ぼ
う
。」と
い
う
こ
と
で
す
。そ

し
て
、私
は
高
校
で
の
部
活
動
に
つ
な
げ
て

い
け
た
ら
良
い
な
ぁ
と
思
い
ま
す
。新
チ
ー

ム
と
な
っ
た

今
だ
か
ら
こ

そ
、
気
持
ち

を
新
た
に
新

人
戦
に
向
け

て
頑
張
っ
て

欲
し
い
で
す
。

（
部
長
　
遠
藤

香
奈
子
）

　
７
月
15
日（
水
）、16
日（
木
）、年
長
児
52

名
と
教
員
12
名
で
蔵
王
自
然
の
家
に
、お
泊

　

　
夏
休
み
前

の
”
お
た
の
し

み“
と
し
て
ク

ラ
ス
ご
と
に
ス

イ
カ
割
り
を
楽

し
み
ま
し
た
。

当
日
は
、
梅
雨

の
晴
れ
間
の
光

が
差
し
、
園
庭

に
は
子
ど
も
た
ち
の
歓
声
が
響
き
ま
し
た
。

大
き
な
ス
イ
カ
を
前
に
目
隠
し
を
し
た
子

ど
も
た
ち
は
、戸
惑
い
な
が
ら
も
友
だ
ち
の

声
だ
け
を
た
よ
り
に
ス
イ
カ
め
が
け
て「
え

い
っ
！
」と
棒
を
ひ
と
ふ
り
。皆
の
力
で
見

　
７
月
１
日（
水
）、幼
稚
園
で
は
交
通
安
全

教
室
が
開
か
れ
ま
し
た
。交
通
指
導
隊
の
方

た
ち
と
、お
人
形
の
ケ
ン
ち
ゃ
ん
に
、信
号

の
見
方
、横
断
歩
道
の
渡
り
方
な
ど
を
分
か

り
や
す
く
教
え
て
も
ら
い
ま
し
た
。ま
た
、

手
作
り
の
大
型
紙
芝
居
を
読
ん
で
く
れ
た

り
、ク
ラ
ス
ご
と
に
横
断
歩
道
を
渡
る
練
習

も
し
ま
し
た
。子
ど
も
た
ち
は
教
え
て
も

ら
っ
た
事
を
し
っ
か
り
守
り
な
が
ら
上
手

に
渡
っ
て
い
ま
し
た
。最
後
に
信
号
マ
ン
体

操
を
し
、交
通
ル
ー
ル
に
つ
い
て
大
切
な
事

を
楽
し
く
学
べ
た
１
日
で
し
た
。

（
幼
稚
園
教
員
　
川
田
裕
子
）

　
６
月
１
日

（
月
）よ
り
、週

に
１
回
の
給

食
が
ス
タ
ー

ト
し
ま
し
た
。

始
ま
る
前
、献

立
表
を
ご
覧

に
な
っ
た
親

御
さ
ん
か
ら

｢

こ
ん
な
大
人
っ
ぽ
い
和
食
メ
ニ
ュ
ー
、食

べ
ら
れ
る
の
か
し
ら
…
。」な
ど
、不
安
の
声

も
ち
ら
ほ
ら
耳
に
し
ま
し
た
が
、子
ど
も

達
は
毎
回
、「
お
い
し
い
、お
い
し
い
！
」と
、

何
度
も
お
か
わ
り
を
す
る
ほ
ど
で
、時
に

は「
足
り
な
い
！
」と
不
平
の
声
さ
え
聞
こ

え
て
き
ま
す
。

　
こ
れ
ま
で
の
一
番
人
気
は『
焼
き
鮭
、野

菜
の
ご
ま
味
噌
あ
え
、わ
か
め
と
玉
ね
ぎ

の
み
そ
汁
』。こ
の
メ
ニ
ュ
ー
、保
護
者
の
方

に
も
味
わ
っ
て
頂
き
た
い
と
、７
月
始
め

に
試
食
会
を
行
い
ま
し
た
。「
温
か
い
か
ら

い
っ
そ
う
美
味
し
い
で
す
ね
。」「
陶
器
の

器
が
い
い
で
す

ね
。」と
評
判
も

上
々
で
し
た
。

皆
さ
ん
も
一

度
、
試
食
に
い

ら
っ
し
ゃ
い
ま

せ
ん
か
？

（
幼
稚
園
教
頭

　
甲
原
園
子
）

ま
り
会
に
行
き
ま
し
た
。当
日
の
現
地
の
気

温
は
31
度
を
越
す
猛
暑
日
と
な
り
ま
し
た

が
、暑
さ
に
負
け
る
こ
と
な
く
、大
自
然
の

中
で
の
活
動
を
大
い
に
楽
し
み
ま
し
た
。

　
冷
た
い
川
の
中
に
入
っ
て
行
っ
た
ニ
ジ

マ
ス
つ
か
み
は
、魚
の
俊
敏
な
動
き
や
ヌ
ル

ヌ
ル
し
た
感
触
に
苦
戦
し
な
が
ら
、自
分
で

と
っ
た
魚
を
そ
の
場
で
焼
い
て
食
べ
る
経

験
を
し
ま
し
た
。ま
た
、山
の
中
の
探
検
も

友
だ
ち
の
励
ま
し
を
受
け
な
が
ら
最
後
ま

で
自
分
の
力
で
歩
き
切
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。

　
１
泊
２
日
、親
元
か
ら
離
れ
、友
だ
ち
と

絆
を
深
め
活
動
す
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ま
た
、自
分
自
身
の
中
で
も
大
き
な
自
信
に

な
っ
た
よ
う
で
す
。

（
幼
稚
園
教
員
　
猪
股
千
穂
）

　
７
月
17
日（
金
）に
校
内
朗
読
コ
ン
テ
ス

ト（
本
選
）が
行
わ
れ
ま
し
た
。朗
読
は
体
験

年
数
の
多
い
上
級
生
に
な
る
ほ
ど
熟
練
さ

れ
て
い
き
ま
す
。１
年
生
で
は
丁
寧
で
素
直

な
読
み
。２
年
生
で
は
感
情
表
現
が
上
手
に

な
り
、３
年
生
で
は
地
の
文
に
ま
で
も
細
か

な
感
情
表
現
が
加
え
ら
れ
て
い
き
ま
す
。や

は
り
今
年
も
３
年
生
の
ク
ラ
ス
予
選
が
激

戦
で
し
た
。ク
ラ
ス
予
選
を
通
過
し
た
メ
ン

バ
ー
で
の
合
同
練
習
会
で
は
、互
い
に
朗
読

を
聞
き
あ
っ
て
評
価
し
合
う
姿
も
見
ら
れ
、

と
も
に
磨
き
合
う
こ
と
の
素
晴
ら
し
さ
を

高
等
学
校

り
を
込
め
て
生
徒
た
ち
が
製
作
し
た
鶴
が
飾

り
付
け
ら
れ
ま
し
た
。こ
の
尚
絅
学
院
の
平

和
鶴
は
、８
月
６
日（
木
）〜
８
日（
土
）の
間
、

中
央
通
り
ア
ー
ケ
ー
ド
に
七
夕
飾
り
と
な
っ

て
展
示
さ
れ
ま
し
た
。

　
7
月
10
日(

金
）、高
校
１
年
総
進
コ
ー
ス

で
行
わ
れ
た
平

和
学
習
で
は
、本

学
院
の
同
窓
生
、

福
田
弘
子
氏
、菊

地
和
子
氏
、
鈴

木
昭
子
氏
、
佐

藤
幸
子
氏
、鎌
田

三
千
子
氏
以
上
５
名

の
方
々
を
お
招
き
し
、

戦
争
体
験
を
お
話
し

て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

ま
た
中
学
校
１
年
で

は
、学
校
近
く
の
防
空

壕
を
見
学
後
、手
島
貞
一
氏（
青
葉
区
八
幡
在

住
・
同
窓
生
故
手
島
ひ
さ
氏
の
ご
子
息
）よ
り

大
変
貴
重
な
お
話
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　
生
徒
達
も
感
化
を
受
け
、平
和
を
実
現
し

て
い
く
こ
と
へ
の
使
命
感
を
抱
い
て
く
れ
た

よ
う
で
す
。戦
争
の
記
憶
が
薄
れ
つ
つ
あ
る

今
日
、と
り
わ
け
7
月
10
日
が
仙
台
空
襲
の

日
に
あ
た
る
こ

と
に
思
い
を
馳

せ
、改
め
て
平
和

に
つ
い
て
考
え

る
貴
重
な
機
会

と
な
り
ま
し
た
。

(

宗
教
部
　
渡

辺
圭
太
郎)

中
学
校

朗
読
コ
ン
テ
ス
ト

熟
練
さ
が
見
ら
れ
ま
し
た

戦
争
を
忘
れ
な
い
と
言
う
こ
と

平
和
学
習

幼
稚
園

感
じ
ま
し
た
。　
結
果
は
次
の
通
り
で
す
。

最
優
秀
賞
　
３
年
　
中
村
祈
実
恵
さ
ん
　

優
秀
賞

　３
年
　
栗
村
代
央
さ
ん

優
秀
賞

　３
年
　
竹
内
杏
子
さ
ん

優
秀
賞

　２
年
　
山
本
　
咲
さ
ん

優
秀
賞

　１
年
　
村
上
乃
絵
さ
ん
　

色
々
な
教
え
を
頂
き
ま
し
た

平
和
祈
願
礼
拝

お
い
し
い
と
大
人
気
で
す
！

給
食
が

始
ま
っ
て

み
ん
な
で
守
ろ
う
ね
！

交
通
安
全
教
室

甘
く
て
お
い
し
い
よ
！

ス
イ
カ
割
り

色
ん
な
経
験
を
し
ま
し
た
！

お
泊
ま
り
会

イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ

頑
張
っ
て
英
語
で
発
表

7
月
30
日（
木
）と
31
日（
金
）に
、2
年
Ａ
組

の
み
ん
な
で
、「
エ
コ
キ
ャ
ン
プ
み
ち
の
く
」

の
会
場
で
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
を

し
ま
し
た
。

　
今
年
は
、グ
ル
ー
プ
で
英
語
の
ス
キ
ッ
ト

を
つ
く
っ
て
演
技
を
入
れ
な
が
ら
発
表
し

ま
し
た
。英
会
話
の
デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
先
生
の

家
族
も
一
緒
に
参
加
し
て
く
れ
ま
し
た
。先

生
方
が
審
査
を
し
て
下
さ
り
、最
優
秀
賞

の
グ
ル
ー
プ
が
決
ま
り
ま
し
た
。夜
は「
コ

テ
ー
ジ
」に
泊
ま
っ
て
、み
ん
な
で
バ
ー
ベ

キ
ュ
ー
を
楽
し
み
ま
し
た
。

　
と
て
も
有
意
義
で
楽
し
か
っ
た
２
日
間

の
イ
ン
グ
リ
ッ
シ
ュ
キ
ャ
ン
プ
で
し
た
。

　
　
　
　
　
　
　（
２
年
Ａ
組
　
山
下
栞
）

　

力
を
合
わ
せ
て
頑
張
り
ま
し
た
！

バ
ス
ケ
ッ
ト
部

県
大
会
に
出
場
し
て

事
に
割
れ
た
ス
イ
カ
を
見
て
大
喜
び
で
し

た
。そ
し
て
、応
援
で
乾
い
た
口
に
と
て
も

あ
ま
〜
い
ス
イ
カ
を
ほ
お
ば
り
大
満
足
の

子
ど
も
た
ち
で
し
た
。

（
幼
稚
園
教
員
　
坂
本
由
佳
里
）　

　
か
ね
て
よ
り

建
設
を
進
め
て
お

り
ま
し
た
大
学
図

書
館
が
８
月
31
日

（
月
）に
無
事
竣
工

致
し
ま
し
た
。皆
さ

ま
よ
り
多
大
な
る

ご
支
援
・
ご
協
力
を

い
た
だ
き
ま
し
た
こ
と
、厚
く
御
礼
申
し
上

げ
ま
す
。

　
つ
き
ま
し
て
は
、開
館
に
先
立
ち
ま
し
て

竣
工
礼
拝
・
開
館
式
を
執
り
行
い
ま
す
。

　
卒
業
生
の
皆
様
、市
民
の
皆
様
、ご
多
忙
の

折
と
は
存
じ
ま
す
が
、皆
様
お
誘
い
合
わ
せ

の
う
え
、ご
参
加
く
だ
さ
い
ま
す
よ
う
お
願

い
い
た
し
ま
す
。

法
人
事
務
局

大
学
図
書
館
竣
工
礼
拝
・

開
館
式
の
ご
案
内

大
学
図
書
館 

竣
工
礼
拝･

開
館
式

● 

日
　
　
時
　
２
０
０
９
年
９
月
28
日
（
月
）

　
　
　
　 

　
　
午
前
10
時
30
分
〜

● 

場
　
　
所
　
名
取
キ
ャ
ン
パ
ス

　
　
　
　
　
　
学
生
会
館
多
目
的
ホ
ー
ル
、大
学
図
書
館

　
　
　
　
　
　（
名
取
市
ゆ
り
が
丘
４
丁
目
10-

１
）

● 

問
合
せ
先   

法
人
事
務
局 

企
画
調
整
課 

（
担
当 

今
田
） 

● 

電
　
　
話
　
０
２
２
（
３
８
１
）３
３
３
２



各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

7
月
25
日

（
土
）第
1
回

中
学（
中
高
一

貫
）オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル
が

行
わ
れ
ま
し

た
。

当
日
、
26
組

の
参
加
者
を

迎
え
る
こ
と

が
で
き
、生
徒

会
か
ら
の
行
事
紹
介
や
、３
Ａ
竹
内
杏
子
さ

ん
に
よ
る
ド
イ
ツ
短
期
留
学
報
告
が
あ
り
、

デ
イ
ヴ
ィ
ッ
ト
先
生
と
佐
藤
理
智
子
先
生

に
よ
る
体
験
授
業「Le

t's h
a
ve

 fu
n
 in

 

E
n
g

lish

」な
ど
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　
8
月
1
日（
土
）に
は
、第
1
回
高
校
オ
ー

プ
ン
ス
ク
ー
ル
も
行
わ
れ
ま
し
た
。昨
年
よ

り
も
多
い
生
徒
数
の
2
4
3
名
の
参
加
者

を
迎
え
、合
唱
団
よ
り
素
晴
ら
し
い
歌
声
の

披
露
の
後
、プ
ロ
グ
ラ
ム
の
開
始
と
な
り
ま

し
た
。今
年
は
、午
前
と
午
後
の
部
を
ほ
ぼ

同
じ
内
容
で
進
め
ま
し
た
。は
じ
め
に
校
長

先
生
よ
り
、「
尚
絅
の
目
指
す
教
育
に
つ
い

て
」の
お
話
が
あ
り
、国
際
交
流
の
内
容
、留

学
報
告
、入
試
説
明
と
続
き
、特
別
進
学
と

総
合
進
学
の
コ
ー
ス
毎
に
分
か
れ
説
明
を

行
い
ま
し
た
。そ
の
後
は
、コ
ー
ス
毎
の
授

業
体
験
と
保
護
者
説
明
会
を
同
時
展
開
で

進
め
、最
後
に
部
活
動
見
学
な
ど
も
あ
り
、

生
徒
の
み
な
さ
ん
は
熱
心
な
様
子
で
参
加

し
て
い
ま
し
た
。

（
入
試
広
報
室
）

　
合
唱
部
に
と
っ
て
年
に
１
度
の
一
大
イ

ベ
ン
ト
で
す
。こ
の
日
の
た
め
に
私
達
は
、

歌
だ
け
で
は
な
く
演
技
に
も
挑
み
、自
分

の
役
に
成
り
切
れ
る
よ
う
創
意
工
夫
を
積

み
重
ね
ま
し
た
。ま
た
、何
も
不
自
由
な
く

準
備
が
出
来
た
の
も
先
生
方
や
保
護
者
の

方
々
の
協
力
が
あ
っ
た
か
ら
だ
と
今
、改
め

て
実
感
し
て
い
ま
す
。

　
演
奏
会
も
終
わ
り
、友
達
や
家
族
に
”
良

か
っ
た
よ“
”
感
動
し
た“
と
声
を
か
け
ら

れ
る
度
、無
事
成
功
し
た
の
だ
と
実
感
さ
せ

ら
れ
ま
す
。人
に
感
動
を
与
え
る
手
段
は

様
々
で
す
が
、こ
の
仲
間
で
合
唱
と
い
う
方

法
で
人
を
喜
ば
せ
る
こ
と
が
出
来
て
と
て

も
嬉
し
く
思
い
ま
す
。

（
合
唱
部
部
長
　
山
内
春
香
）

に
伝
え
た
い
こ
と
が
伝
え
ら
れ
ず
に
、パ
ソ

コ
ン
の
翻
訳
機
能
を
利
用
し
て
会
話
を
し

た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。慣
れ
て
く
る
と
、

大
体
の
こ
と
の
伝
え
た
い
こ
と
は
韓
国
語

で
伝
え
る
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
っ
て

い
ま
し
た
。こ
と
ば
が
伝
わ
る
と
、会
話
が

楽
し
く
な
り
感
情
も
伝
え
る
こ
と
が
で
き
、

増
々
濃
い
時
間
を
共
に
過
ご
す
こ
と
が
で

き
ま
し
た
。

　
生
活
の
基
礎
と
な
る
食
事
で
は
、一
緒

に
”
た
こ
焼
き“
や
”
お
好
み
焼
き“
を

作
っ
た
り
し
て
、と
て
も
喜
ん
で
く
れ
ま
し

た
。他
に
も
た
く
さ
ん
の
と
こ
ろ
へ
行
き
、

そ
の
場
所
一
つ
ひ
と
つ
に
思
い
出
が
で
き

ま
し
た
。観
光
地
へ
行
く
こ
と
に
よ
り
、自

分
自
身
が
知
ら
な
か
っ
た
仙
台
の
知
識
が

増
え
て
良
い
機
会
に
も
な
り
ま
し
た
。も
と

も
と
こ
の
留
学
が
短
い
時
間
で
し
た
が
、過

ご
し
て
み
る
と
も
っ
と
も
っ
と
早
く
感
じ

ま
し
た
。

　
別
れ
は
、と
て
も
悲
し
い
け
ど
、今
度
は

私
が
８
月
に
韓
国
へ
訪
問
す
る
の
で
機
会

が
あ
れ
ば
会
い
た
い
な
と
思
い
ま
す
。こ
れ

か
ら
も
、一
つ
ひ
と
つ
の
出
会
い
を
大
切
に

生
活
し
て
い
き
た
い
で
す
。

（
３
年
　
武
藤
夕
奈
）

　
今
年
も
６
月
上
旬
よ
り
高
総
体
が
行
わ

れ
ま
し
た
。各
部
と
も
に
真
剣
に
競
技
に
取

り
組
み
、全
力
で
プ
レ
ー
し
た
素
晴
ら
し
い

試
合
で
し
た
。
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日
々
の
練
習
の
成
果
を
！

高
校
総
体

   

中
学
・
高
等
学
校
で
は
毎
年
、芸
術
鑑
賞

会
が
開
催
さ
れ
ま
す
。多
く
の
生
徒
が
楽
し

み
に
し
て
い
る
学
校
行
事
で
す
。今
年
度
は

「
影よ
う
ご
う
し
ゃ

向
舎
」の
皆
さ
ん
に
よ
る
中
国
芸
能
の

鑑
賞
会
が
、７
月
３
日（
金
）、礼
拝
堂
で
開

か
れ
ま
し
た
。第
１
部
の「
雑
技
シ
ョ
ー
」で

は
、派
手
な
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
が
次
々
と
展

開
さ
れ
ま
し
た
。中
学
２
年
生
と
神
山
先
生

も
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
加
わ
り
、会
場
は
大

い
に
盛
り
上
が
り
ま
し
た
。第
２
部
で
は
京

劇
の
解
説
の
あ
と
、京
劇『
西
遊
記
』が
演
じ

ら
れ
ま
し
た
。生
徒
た
ち
は
勿
論
の
こ
と
、

私
達
教
職
員
も
観
客
の
１
人
と
な
り
、楽
し

い
時
間
を
過
ご
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。劇

団
の
皆
さ
ん
に
心
か
ら
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
中
高
教
員
　
小
島
和
幸
）

　
７
月
９
日（
木
）か
ら
14
日（
火
）ま
で
、姉

妹
校
で
あ
る
イ
サ
ベ
ル
高
校
よ
り
短
期
留

学
生
が
来
日
し
、尚
絅
生
の
家
庭
で
ホ
ー
ム

ス
テ
イ
を
し
ま
し
た
。学
校
で
は
、授
業
の
他

ウ
ォ
ー
ク
ラ
リ
ー
や
調
理
実
習
を
体
験
し

日
本
文
化
に
触
れ
ま
し
た
。全
校
交
流
会
で

は
素
敵
な
ダ
ン
ス
を
披
露
し
、両
校
の
親
睦

を
深
め
る
時
と
な
り
ま
し
た
。

韓
国
イ
サ
ベ
ル
校
受
け
入
れ
に
参
加
し
て

　
韓
国
短
期
留
学
受
け
入
れ
の
ポ
ス
タ
ー

を
見
て
、私
は
何
の
迷
い
も
な
く
受
け
入
れ

を
し
よ
う
と
思
い
ま
し
た
。韓
国
は
私
が
一

番
好
き
な
国
で
も
あ
り
、昨
年
修
学
旅
行
で

イ
サ
ベ
ル
校
の
み
ん
な
に
お
世
話
に
な
っ

た
と
い
う
こ
と
も
あ
り
、今
回
は
私
が
日
本

を
知
っ
て
も
ら
う
日
本
と
韓
国
の
架
け
橋

に
な
れ
た
ら
と
思
い
、こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
に

参
加
し
ま
し
た
。

　
実
際
、ヨ
ン
ス
に
会
っ
て
み
る
と
私
が
話

し
か
け
る
以
上
に
ヨ
ン
ス
は
私
に
話
し
か

け
て
く
れ
ま
し
た
。始
め
の
頃
は
思
う
よ
う

　
今
年
も
瑞
鳳
寺
に
於
い

て
、59
回
目
と
な
る
定
例

茶
会
を
行
い
ま
し
た
。今

年
度
は
、下
級
生
が
少
な

く
準
備
が
大
変
で
し
た

が
、皆
で
協
力
し
て
何
と
か

茶
会
ま
で
こ
ぎ
つ
け
ま
し
た
。前

日
ま
で
雨
が
降
っ
て
い
て
当
日
の
天
気
が

心
配
で
し
た
。と
こ
ろ
が
、何
と
朝
を
迎
え

る
と
、と
て
も
良
い
天
気
に
な
り
ま
し
た
。

お
か
げ
さ
ま
で
例
年
以
上
に
多
く
の
お
客

様
に
い
ら
し
て
い
た
だ
け
ま
し
た
。短
期
留

学
で
来
日
し
て
い
た
韓
国
の
イ
サ
ベ
ル
高

校
の
先
生
と
生
徒
さ
ん
に
も
来
て
い
た
だ

き
ま
し
た
。多
く
の
お
客
様
に
励
ま
し
の

言
葉
を
い
た
だ
き
、と
て
も
嬉
し
か
っ
た
で

す
。ご
指
導
ご
支
援
く
だ
さ
っ
た
先
生
・
先

輩
の
皆
様
に
あ
ら
た
め
て
感
謝
申
し
上
げ

ま
す
。

（
茶
道
部
部
長
　
高
橋
恵
理
子
）

一
丸
と
な
っ
て
頑
張
り
ま
し
た
！

合
唱
部
定
期
演
奏
会

言
葉
を
越
え
た
交
流
が
で
き
ま
し
た

韓
国
イ
サ
ベ
ル
校

短
期
留
学
受
け
入
れ

沢
山
の
方
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し
た

オ
ー
プ
ン

ス
ク
ー
ル

天
気
に
も
恵
ま
れ
た
お
茶
会
で
し
た

茶
道
部
定
例
茶
会

全
国
高
校
総
体
陸
上
大
会

「
走
り
高
跳
び
」に
参
加
し
て

　
私
は
全
国

高
校
総
体
陸

上
大
会（
イ
ン

タ
ー
ハ
イ
）に

出
場
し
、た
く

さ
ん
の
事
を

学
ぶ
こ
と
が

出
来
ま
し
た
。

今
大
会
は
、思
う
よ
う
な
結
果
を
残
す
こ

と
が
出
来
ま
せ
ん
で
し
た
が
、全
国
レ
ベ

ル
の
高
さ
を
実
感
し
て
、今
後
の
目
標
を

見
据
え
る
こ
と
が
出
来
ま
し
た
。

　
ま
た
、全
国
高
校
総
体
に
出
場
し
て
、改

め
て
自
分
は
”
陸
上
が
好
き
だ“
と
言
う

こ
と
に
気
づ
く
き
っ
か
け
に
な
り
ま
し

た
。入
学
以
来
目
標
に
し
て
い
た
こ
の
大

会
に
出
場
す
る
こ
と
が
出
来
て
良
か
っ

た
と
思
い
ま
す
。そ
し
て
、私
を
応
援
し
て

下
さ
っ
た
先
生
方
や
友
人
、ご
指
導
や
ア

ド
バ
イ
ス
を
下
さ
っ
た
顧
問
の
先
生
方
や

コ
ー
チ
、チ
ー
ム
メ
イ
ト
、い
つ
も
私
を
励

ま
し
て
く
れ
た
家
族
に
感
謝
し
た
い
と
思

い
ま
す
。

（
陸
上
部
　
平
野
未
来
）

素
晴
ら
し
い
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
に
大
満
足
！

芸
術
鑑
賞
会

サッカー部

第3位

バレーボール部

準優勝
バドミントン部

第3位

ソフトボール部

ベスト16

ソフト
テニス部

硬式
テニス部

バスケット
ボール部

新体操部

弓道部

陸上部
走り高跳び
高総体2位
東北大会第5位

平野未来

● 

水
泳
部

       

２
０
０
m
　
背
泳
ぎ
　
４
位

       

１
０
０
m
　
背
泳
ぎ
　
５
位

　 

…
…
…
…
…
…
…
…
渡
邊
　
愛

● 

剣
道
部

　 

個
人
戦
　
ベ
ス
ト
32

　 

…
…
…
…
…
…
…
…
金
　
星
宇
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同窓会
コーナー

各
学
校
か
ら
の
お
知
ら
せ

情
報
掲
示
板

５
月
16
日（
土
）の
同
窓
会
総
会
に
て
承
認

さ
れ
ま
し
た
、今
期
役
員
を
ご
紹
介
い
た
し

ま
す
。

《
同
窓
会
本
部
》10
名

　
会
　
長
・
鶴
間
順
子

　
副
会
長
・
木
村
相
衣
子
、福
士
淑
恵

　
会
　
計
・
菊
地
和
子
、三
浦
律
子

　
書
　
記
・
佐
々
木
い
ず
み
、村
井
厚
子

　
役
　
員
・
齋
洋
子
、山
内
京
子
、宮
内
仁
子

《
監
　
事
》２
名

　
　
　
　 

福
田
勝
子
、鎌
田
久
仁
子

以
上
、宜
し
く
お
願
い
致
し
ま
す
。

日
　
　
時
　
12
月
12
日（
土
）

場
　
　
所
　
広
瀬
校
舎

受
　
　
付
　
12
時

開
始
時
間
　
12
時
30
分
〜

説
教
者  

未
定

会
　
　
費
　

5
0
0
円
　

☆
皆
様
の
ご
参
加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

〈
連
絡
先
〉

●
電
話
・FA

X

　
０
２
２-

２
６
４-

５
８
３
０

●
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス

　d
o

s
o

k
a

i@
s
h

o
k
e

i.e
d

.jp

「
私
の
学
生
生
活
」と
い
う
テ
ー
マ
で
、保
育

科
／
花
海
や
よ
い
さ
ん
、表
現
文
化
学
科
／

金
安
舞
祐
乃
さ
ん
、人
間
心
理
学
科
／
半
澤

麻
衣
子
さ
ん
、現
代
社
会
学
科
／
米
澤
一
磨

さ
ん
、生
活
環
境
学
科
／
早
藤
静
香
さ
ん
、

健
康
栄
養
学
科
／
大
村
悠
介
さ
ん
が
、学
業

や
実
習
、学
科
イ
ベ
ン
ト
で
の
体
験
談
、両

親
へ
の
感
謝
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
想
い
を
発

表
し
、出
席
者
か
ら
多
く
の
拍
手
が
沸
き
起

こ
り
ま
し
た
。最
後
に
杉
座
秀
親
進
路
就
職

部
長
よ
り
、就
職
の
現
状
と
進
路
就
職
指
導

の
取
組
み
に
つ
い
て
の
説
明
が
行
わ
れ
ま

し
た
。全
体
会
終
了
後
は
学
科
懇
談
会
が
開

催
さ
れ
、意
見
交
換
や
個
別
相
談
が
な
さ
れ

ま
し
た
。保
護
者
の
方
々
が
、本
学
の
現
況

や
取
組
み
を
ご
理
解
い
た
だ
き
、ご
意
見
を

頂
戴
す
る
貴
重
な
会
と
な
り
ま
し
た
。お
暑

い
中
お
越
し
い
た
だ
い
た
皆
様
に
感
謝
申

し
上
げ
ま
す
。

（
大
学
事
務
局
　
総
務
課
）

　
文
部
科
学
省
で
は
、各
大
学
・
短
期
大

学
・
高
等
専
門
学
校（
以
下
、「
大
学
等
」と
い

う
。）か
ら
申
請
さ
れ
た
、各
大
学
等
に
お

け
る
学
士
力
の
確
保
や
教
育
力
向
上
の
た

め
の
取
組
の
中
か
ら
、達
成
目
標
を
明
確

に
し
た
効
果
が
見
込
ま
れ
る
取
組
を
選
定

し
、広
く
社
会
に
情
報
提
供
す
る
中
で
、国

の
財
政
支
援
を
行
う
こ
と
に
よ
り
、高
等

教
育
の
質
保
証
を
強
化
に
資
す
る
こ
と
を

目
指
し
た
新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
あ
る
。

本
学
の
今
回
採
択
さ
れ
た「
主
な
取
組
概

要
等
」は
以
下
の
通
り
で
す

　
昨
年
の「
鬼

怒
川
温
泉
日

帰
り
」
に
続

き
、本
年
は
６

月
30
日（
火
）

11
時
30
分
よ

り
会
費
２
、

８
０
０
円
で

30
名
の
参
加

者
を
迎
え
、南

柏
農
園
レ
ス

ト
ラ
ン「
ラ
・
フ
ォ
ン
テ
」に
て
開
催
致
し
ま

し
た
。

　
第
１
部
礼
拝
、第
２
部
は
美
味
し
い
お
食

事
を
頂
き
な
が
ら
、本
科
49
回
生
か
ら
高
校

27
回
生
、短
大
26
回
生
ま
で
卒
年
度
を
越
え

近
況
や
学
生
時
代
の
思
い
出
話
に
花
を
咲

か
せ
、盛
会
の
う
ち
に
終
わ
り
ま
し
た
。

　
一
昨
年
は
埼
玉
最
寄
会
と
合
同
で「
川
越

散
策
」を
致
し
ま
し
た
。次
回
皆
様
の
ご
参

加
を
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。（

高
市
安
子
）

関
東
支
部
千
葉
最
寄
会
報
告

新
役
員
紹
介

同窓会支部総会予告

※参加ご希望の方は、
　同窓会事務局までご連絡ください。

10月  3日（土）
10月10日（土）
10月17日（土）
10月24日（土）
11月14日（土）
11月21日（土）
12月 5日（土）

大 崎
気 仙 沼
仙 南
山 形
石 巻
東 海
関 東

支 部 名 開 催 予 定 日

リ
ー
し
、30
チ
ー
ム
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。バ
レ
ー
ボ
ー
ル
は
、ト
ー
ナ
メ
ン
ト
試

合
で
白
熱
し
た
戦
い
が
繰
り
広
げ
ら
れ
ま

し
た
。宝
探
し
は
、学
生
会
独
自
の
ル
ー
ル
で

尚
絅
の
広
大
な
敷
地
内
に
宝
物
に
見
立
て

た
ペ
ッ
ト
ボ
ト
ル
を
７
０
０
本
隠
し
、探
し

て
き
て
も
ら
っ
て
そ
の
中
に
あ
る
ポ
イ
ン
ト

を
競
っ
て
も
ら
う
と
い
う
競
技
で
し
た
。少

し
小
雨
の
降
る
中
、笛
の
合
図
が
鳴
る
な
り

勢
い
良
く
各
チ
ー
ム
外
に
飛
び
出
し
て
い

き
７
０
０
本
ほ
と
ん
ど
全
て
見
つ
け
ら
れ

て
し
ま
い
ま
し
た
。

　
成
績
に
関
係
な
く
参
加
者
に
は
楽
し
ん

で
い
た
だ
け
た
と
思
い
ま
す
。体
育
大
会

は
、２
０
０
９
年
度
学
生
会
常
任
委
員
会
で

の
初
め
て
の
企
画
で
し
た
が
、「
団
結
」と
い

う
目
標
の
下
に
企
画
す
る
側
の
私
達
も
楽

し
み
な
が
ら
運
営
し
、無
事
成
功
で
き
た
こ

と
は
今
後
の
活
動
に
も
役
立
つ
の
で
は
な

い
か
と
思
っ
て
い
ま
す
。体
育
大
会
開
催
に

あ
た
り
ご
協
力
い
た
だ
い
た
学
生
生
活
課

の
方
々
、先
生
方
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。来

年
度
も
よ
り
良
い
体
育
大
会
が
開
催
で
き

る
よ
う
学
生
会
常
任
委
員
一
同
努
力
し
て
い

き
ま
す
。

（
学
生
会
企
画
　
髙
橋
友
理
）

講
師

：

シ
ー
ラ
イ
ツ
代
表
理
事

　
　
　
甲
斐
田
万
智
子
氏

テ
ー
マ

”
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
少
女
や
女
性
た
ち

　
の
新
し
い
道
へ
の
支
援“

　「
カ
ン
ボ
ジ
ア
プ
ロ
グ
ラ
ム
」に
つ
い
て

　
６
月
15
日（
月
）礼
拝
後
、甲
斐
田
万
智
子

先
生
の
講
演
会
が
あ
り
ま
し
た
。お
話
を
聞

い
て
、私
は
、今
ま
で
世
の
中
の
問
題
に
つ

い
て
世
界
規
模
で
は
考
え
て
い
な
か
っ
た

と
実
感
し
ま
し
た
。今
回
紹
介
し
て
頂
い
た

「
国
際
子
ど
も
権
利
セ
ン
タ
ー
（
シ
ー
ラ
イ

ツ
）」で
は
、カ
ン
ボ
ジ
ア
の
子
ど
も
や
女
性

の
権
利
を
守
り
、自
分
自
身
で
身
を
守
る
こ

と
が
出
来
る
よ
う
に
教
育
を
す
る（
エ
ン
パ

ワ
ー
メ
ン
ト
）こ
と
を
、活
動
の
主
体
と
し

て
支
援
を
行
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
し

た
。

　
カ
ン
ボ
ジ
ア
で
の
生
活
の
現
状
を
知
り

衝
撃
を
受
け
ま
し
た
。カ
ン
ボ
ジ
ア
で
は
貧

困
が
激
し
く
、児
童
に
労
働
を
行
わ
せ
て
い

る
こ
と
、人
身
売
買
が
盛
ん
で
あ
る
こ
と
を

知
り
ま
し
た
。強
制
的
に
、知
ら
ぬ
間
に
…

自
分
の
意
思
や
選
択
の
余
地
な
く
”
や
ら

さ
れ
て
い
る“
の
で
す
。幼
く
し
て
心
や
体

に
傷
を
負
い
、暗
闇
の
中
を
生
き
て
い
る
と

い
う
現
状
は
シ
ョ
ッ
ク
な
事
実
で
、何
と
か

し
て
少
し
で
も
良
い
環
境
に
し
て
あ
げ
た

い
と
い
う
思
い
が
生
ま
れ
ま
し
た
。

　
辛
い
思
い
や
傷
に
対
し
て
同
じ
気
持
ち

に
な
っ
て
全
て
を
分
か
っ
て
あ
げ
る
こ
と

は
難
し
い
こ
と
で
し
ょ
う
。し
か
し
、そ
の

現
状
を
理
解
し
手
を
差
し
伸
べ
る
こ
と
は

誰
に
で
も
出
来
る
こ
と
で
す
。

　
今
回
、お
話
を
お
聞
き
し
た
と
い
う
こ
と

は
、支
援
へ
の
一
歩
だ
と
思
い
ま
す
。現
時

点
で
は
大
き
な
貢
献
は
出
来
ま
せ
ん
が
、

身
の
回
り
の
小
さ
な
こ
と
、自
分
に
で
も
出

来
る
こ
と
が
あ
れ
ば
、積
極
的
に
取
り
組

ん
で
、人
の
た
め
に
な
り
た
い
と
思
い
ま
し

た
。早
速
、こ
の
講
演
の
終
わ
り
に
は
、私
な

り
に
さ
さ
や
か
な
が
ら
募
金
に
協
力
し
ま

し
た
。こ
れ
か
ら
も
機
会
が
あ
れ
ば
続
け
て

い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

（
健
康
栄
養
学
科
４
年
　
佐
々
木
綾
那
）

　
６
月
20
日（
土
）、尚
絅
学
院
大
学
内
で
学

生
会
主
催
の
体
育
大
会
を
開
催
い
た
し
ま

し
た
。

　
１
年
生
も
入
学
し
て
よ
う
や
く
大
学
生

活
に
慣
れ
て
き
た
時
期
に
、ス
ポ
ー
ツ
を
通

し
て
も
っ
と
親
交
を
深
め
て
も
ら
お
う
と
、

梅
雨
の
最
中
、午
前
バ
レ
ー
ボ
ー
ル
、午
後
宝

探
し
と
い
う
プ
ロ
グ
ラ
ム
で
行
い
ま
し
た
。

参
加
人
数
は
去
年
の
約
３
倍
、１
チ
ー
ム
６

人
で
学
科
・
学
年
・
性
別
を
問
わ
ず
エ
ン
ト

● 

女
子
バ
ス
ケ
ッ
ト
ボ
ー
ル
部

　 

６
月
28
日（
日
）

　 

東
北
学
院
大
学
泉
キ
ャ
ン
パ
ス

　 

１
回
戦
　
尚
絅
　
48

−

78
　
山
形
短
期
大
学

● 

男
子
バ
ド
ミ
ン
ト
ン
部

　 

７
月
３
日（
金
）

　 

仙
台
市
青
葉
体
育
館

 

　
１
回
戦
　
尚
絅
　
３

−

１
　
八
戸
工
業
大
学

　 

２
回
戦
　
尚
絅
　
０

−

１
　
東
北
福
祉
大
学

● 

男
子
卓
球
部

　 

６
月
28
日（
日
）

　 

東
北
大
学
川
内
体
育
館

　 

１
回
戦
　
尚
絅
　
０

−

３
　
秋
田
大
学

● 

女
子
卓
球
部

　 

６
月
28
日（
日
）

　 

東
北
大
学
川
内
体
育
館

　 

1
回
戦
　
尚
絅
　
１

−

３
　
山
形
大
学

（
大
学
事
務
局
　
学
生
生
活
課
）

　
梅
雨
の
合
間
の
晴
天
と
な
っ
た
６
月
27

日（
土
）第
２
回
保
護
者
会
が
開
催
さ
れ
ま

し
た
。こ
れ
に
先
立
ち
、参
加
希
望
の
保
護

者
の
方
に
は
、午
前
よ
り
開
催
さ
れ
た
高
校

生
向
け
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
で
の
学
内

の
施
設
見
学
、体
験
授
業
な
ど
に
ご
出
席
い

た
だ
き
ま
し
た
。午
後
１
時
か
ら
始
ま
っ
た

全
体
会
に
は
約
１
９
０
名
の
保
護
者
が
集

ま
り
、開
会
に
あ
た
り
、佐
々
木
公
明
学
長

よ
り
挨
拶
と
大
学
の
近
況
説
明
、そ
の
後
、

沢
山
の
方
が
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
し
た
！

オ
ー
プ
ン

キ
ャ
ン
パ
ス

大
学
・
短
期
大
学

世
の
中
の
こ
と
を
知
る
こ
と

「
カ
ン
ボ
ジ
ア

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

講
演
会

沢
山
の
保
護
者
の
方
に
お
越
し
頂
き
ま
し
た

保
護
者
会

○
取
組
名
称

「
持
続
的
就
業
力
獲
得
を
め
ざ
す
学
士
力
向

上
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

○
取
組
概
要

こ
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、本
学
の
求
め
る
学
士

力
の
な
か
で
も
社
会
生
活
の
基
盤
と
な
る

「
汎
用
的
技
能
」「
自
己
管
理
力
」「
コ
ミ
ュ
ニ

ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
」の
学
習
支
援
及
び「
社
会

的
責
任
感
」の
確
立
支
援
に
主
眼
を
置
き
な

が
ら
、教
育
と
就
職
支
援
を
一
体
化
さ
せ
た

取
組
で
あ
り
ま
す
。

　
事
業
の
主
な
柱
は
以
下
の
４
点
で
構
成
し

ま
す
。

① 

低
学
年
に
お
け
る
基
礎
学
力
補
完
の
た

め
の
学
習
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
実
施
と
高
大

連
携
に
よ
る
学
習
シ
ス
テ
ム
の
構
築

② 

社
会
常
識
獲
得
支
援

③ 

個
々
の
学
生
に
対
応
し
た
社
会
把
握
能

力
と
自
己
判
断
能
力
お
よ
び
意
思
決
定

能
力
の
養
成

④ 

同
窓
生
と
連
携
し
た
就
職
支
援
情
報
シ

ス
テ
ム
の
展
開

○
取
組
期
間

　
平
成
21
年
度
〜
平
成
23
年
度

参
加
し
、子
ど
も
学
科
に
対
す
る
期
待
の
高

さ
が
う
か
が
わ
れ
ま
す
。各
学
科
や
学
生
会

な
ど
の
在
学
生
た
ち
も
、高
校
生
の
誘
導
や

生
活
相
談
な
ど
を
通
じ
て
積
極
的
に
高
校

生
に
対
し
て
本
学
の
充
実
し
た
学
習
環
境

を
は
じ
め
と
す
る
さ
ま
ざ
ま
な
魅
力
を
伝

え
て
い
ま
し
た
。

　
今
年
の
オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
に
は
昨

年
を
上
回
る
１
２
０
０
名
近
い
参
加
者
に

お
い
で
い
た
だ
き
、参
加
し
た
方
々
の
満
足

度
も
概
ね
高
い
も
の
で
し
た
。こ
れ
を
き
っ

か
け
に
来
年
度
の
学
生
募
集
に
ま
す
ま
す

弾
み
が
つ
く
も
の
と
期
待
さ
れ
ま
す
。

（
桂
重
樹
）
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が

今
年
も
８
月
１
日(

土)

に
開
催
さ
れ
ま
し

た
。オ
ー
プ
ン
キ
ャ
ン
パ
ス
は
こ
こ
数
年
、

６
月
、７
月
も
開
催
し
て
お
り
９
月
26
日

（
土
）に
も
実
施
す
る
予
定
で
お
り
ま
す
。こ

れ
以
外
に
も
随
時
高
校
生
の
大
学
見
学
を

受
け
入
れ
て
お
り
ま
す
が
、こ
の
催
し
が
一

番
盛
大
な
も
の
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
当
日
は
多
く
の
高
校
生
、お
よ
び
保
護
者

の
方
々
に
お
い
で
い
た
だ
き
、各
学
科
で
用

意
し
た
体
験
学
習
に
参
加
い
た
だ
き
ま
し

た
。キ
ャ
ン
パ
ス
ツ
ア
ー
と
題
し
て
６
月
に

完
成
し
た
生
活
環
境
学
科
の
、エ
コ
ラ
ボ
と

呼
ん
で
い
る
実
習
棟
を
始
め
と
す
る
学
内

の
さ
ま
ざ
ま
な
施
設
を
見
て
回
る
ツ
ア
ー

に
対
し
て
も
予
想
以
上
の
希
望
者
が
集
ま

り
ま
し
た
。ま
た
、来
年
度
新
設
予
定
の
子

ど
も
学
科
で
は
５
つ
の
体
験
学
習
を
用
意

し
ま
し
た
が
３
０
０
名
を
超
え
る
方
々
が

み
ん
な
で
団
結
し
楽
し
み
ま
し
た
！

学
生
会
・
体
育
大
会

ク
リ
ス
マ
ス
讃
美
礼
拝
・

祝
会
の
ご
案
内

８月３日(月）約60名出席のもと
墓前礼拝を行いました。

（詳しい様子については、12月発
行号をご覧ください）

平
成
21
年
度
東
北
地
区

大
学
体
育
大
会
結
果
報
告

新
規
プ
ロ
グ
ラ
ム
に
つ
い
て

平
成
21
年
度「
大
学
教
育
・

学
生
支
援
推
進
事
業

学
生
支
援
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

が
採
択

エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

よ
り
ご
案
内

市
民
大
学「
な
と
り
元
気
塾
」

ー
宮
沢
賢
治
の
世
界
へ
よ
う
こ
そ
ー

●
講
師

：

ほ
し
ゆ
き
え（
女
優
）

●
開
講
日
時

：

  
第
１
回 

９
月
29
日
　「
注
文
の
多
い
料
理
店
」

　
第
２
回 

10
月
20
日
　「
黄
い
ろ
の
ト
マ
ト
」

　
第
３
回 

11
月
17
日
　「
鹿
踊
り
の
は
じ
ま
り
」

　
第
４
回 

12
月
15
日
　「
氷
河
鼠
の
毛
皮
」

　
第
５
回 

１
月
19
日
　「
な
め
と
こ
山
の
熊
」

　
第
６
回 

２
月
16
日
　「
水
仙
月
の
四
日
」

　
第
７
回 

３
月
16
日
　「
セ
ロ
弾
き
の
ゴ
ー
シ
ュ
」

　（
火
曜
日 

13
時
～
14
時
30
分
）

●
開
演
場
所

：

生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

●
受
講
料

：

無
料

●
問
合
せ
・
申
し
込
み

　
尚
絅
学
院
エ
ク
ス
テ
ン
シ
ョ
ン
セ
ン
タ
ー

　
電
話

：

0
2
2-

3
8
1-

3
3
1
5

　
尚
絅
学
院
大
学
生
涯
学
習
セ
ン
タ
ー

　
電
話

：

0
2
2-

3
8
1-

1
4
9
0

09
年
度
生
涯
学
習
講
座

後
期
受
講
生
受
付
中

八
三
会
・
墓
前
礼
拝


